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平
成
28

年
度
文
化
遺
産
調
査
特
別
展
に

あ
た
り
、
郷
土
博
物
館
か
ら
千
ヶ
崎
悌
六

氏
の
水
彩
画
の
描
画
場
所
が
判
ら
な
い
か

と
の
照
会
が
あ
り
、
今
回
、
展
示
に
関
係

し
た
絵
画
２
点
の
場
所
を
特
定
し
た
の
で
、

そ
の
経
過
を
報
告
し
、
併
せ
て
金
子
寿
一

氏
撮
影
の
付
近
の
写
真
を
紹
介
す
る
。

　

こ
こ
で
は
、
絵
画
２
点
、
①
花
畑
小
学

校
２
階
図
書
館
か
ら
の
描
画
の
「
江
村
残

雪
」
と
②
描
画
場
所
不
明
の
「
川
沿
い
の

工
場
」
（
仮
称
）
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

①
の
「
江
村
残
雪
」
は
、
昭
和
29

年

（
１
９
５
４
）
週
間
朝
日
の
１
月
16

日
号

の
表
紙
を
飾
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
紙
表

紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
作
品
に
選
ば
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

同
館
の
展
示
図
録
に
よ
る
と
、
悌
六
氏

は
、
近
所
の
小
学
校
二
階
を
借
り
て
、
残

雪
の
残
る
水
田
風
景
を
描
い
て
い
る
と
い

う
。
し
か
し
、
そ
の
小
学
校
名
ま
で
は
、

こ
の
記
事
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
博
物

上）千ヶ崎悌六　「川沿いの工場」

右）1954 （昭 29） 金子寿一氏撮影
「花畑運河」　東洋農鉱器工場（橋は雪見橋）
東洋農鉱器の生産品は、スコップなどの
農機具製造であった。

千
ヶ
崎
悌
六

水
彩
画
　
江
村
残
雪
と

　
不
明
工
場
の
描
画
場
所
の

　
　
　
特
定
に
つ
い
て

 
鈴
木
　
恒
雄

①「江村残雪」

②「川沿いの工場」（筆者加筆）
現 辰沼２丁目 18 にあった旧東洋農鉱器工場

館
が
そ
の
場
所
の
特
定
を
し
て
い
る
と
き

に
、
ち
ょ
う
ど
、
私
に
照
会
が
あ
っ
た
。

私
は
、
悌
六
氏
が
「
江
村
残
雪
」
を
描
い

た
花
畑
小
学
校
の
教
室
は
、
本
来
は
図
書

室
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
そ
の
頃
、
児
童
数
が
多
く
な
っ
た

た
め
に
、
図
書
室
ま
で
教
室
と
し
て
、
使

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、
１
ク
ラ
ス

増
し
た
５
組
で
あ
っ
た
我
々
は
、
そ
の
図

書
室
の
教
室
を
１
年
間
、
間
借
し
て
い
た
。

こ
の
と
き
の
記
憶
が
、
今
回
、
場
所
を
特

定
す
る
決
め
手
で
あ
っ
た
。
当
時
の
地
形

図
の
読
図
か
ら
も
、
小
学
校
二
階
南
側
の

花
畑
の
農
村
風
景
を
描
い
た
「
江
村
残
雪
」

の
風
景
は
容
易
に
、
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

遠
く
に
見
え
る
風
景
は
、
内
匠
本
町
の
家

並
み
で
、
高
い
藁
葺
き
屋
根
は
、
七
面
神

社
と
想
定
さ
れ
る
。

　

判
ら
な
か
っ
た
の
は
、
②
の
「
川
沿
い

の
工
場
」
で
あ
る
。
当
初
、
川
と
橋
と
建
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千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
⑤

宿
場
役
人
と
冥
加
永

 

多
田
　
文
夫
　

　

千
住
宿
の
役
人
は
町
役
人
や
町
の
有
力

者
が
勤
め
て
い
た
こ
と
が
従
来
知
ら
れ
て

い
る
が
、
「
旧
書
留
」
で
は
、
そ
の
変
遷

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
確

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
項
も
多
い
こ
と

か
ら
早
速
紹
介
し
て
み
た
い
。

■
釈
文
１

【
①
宿
場
役
人
】

問
屋
役
往
古
よ
り
八
ヶ
町
名
主
四
人
宛
隔

年
ニ

（
６
丁
表
）

勤
候
処
、
宝
暦
十
三
年
未
年
四
月
、
伊
奈

半
左
衛
門
様
ニ
而
、
三
丁
目
庄
蔵
、
中
村

町
弥
右
衛
門
両
人
江
問
屋
被
仰
付
、
夫
よ

り
弐
人
勤
ニ
相
成
ル
、

【
②
役
料
と
事
件
】

貫
目
所
金
廿
五
両
、
八
ヶ
町
年
寄
役
料
ニ

相
極
、
壱
人
金
三
分
宛
請
取
候
処
、
寛
政

四
子
年
、
問
屋
弥
右
衛
門
、
同
八
郎
兵
衛

勤
役
之
節
、
年
寄
定
役
相
究
メ
大
貫
次
右

衛
門
様
江
訴
、
夫
よ
り
地
方
年
寄
ハ
不
請

取
、
橋
戸
年
寄
弥
五
右
衛
門
、
荒
川
見
廻

役
勤
候
処
、

（
６
丁
裏
）

不
正
之
筋
有
之
、
大
貫
次
右
衛
門
様
に
て

御
吟
味
中
入
牢
、
寛
政
六
年
寅
十
月
川
廻

役
被　

召
放
候
、
是
ハ
年
々
米
弐
俵
三
斗

壱
升
ツ
ヽ
被
下
候
、

【
③
冥
加
永
と
運
上
】

安
永
元
辰
年
よ
り
伊
奈
半
左
衛
門
様
ニ
而

被
仰
付
候
、

　

永
五
拾
文　
　
　

真
木　

冥
加
永

　
　
　
　
　
　
　
　

舟
廻

安
永
二
巳
よ
り
同
断
、

　

永
三
百
五
拾
文　

醤
油
絞
り　

同

安
永
四
未
年
よ
り
同
断

　

永
弐
貫
文　
　
　

川
魚
運
上

（
７
丁
表
）

安
永
四
未
年
よ
り
同
断

　

永
弐
貫
文　
　
　

川
原
分

　
　
　
　
　
　
　
　

前
栽
冥
加
永

天
明
三
卯
年
よ
り
同
断

　

永
壱
貫
七
百
五
拾
文　
　

米
問
屋

新
規

寛
政
八
辰
年
よ
り
大
貫
次
右
衛
門
様
ニ
而

　

永
四
百
三
文
八
歩　
　
　

米
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
人

同寛
政
八
辰
年
よ
り
同
断

　

永
三
貫
廿
五
文
六
歩　

前
栽
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
拾
弐
軒

同寛
政
八
辰
年
よ
り
同
断

　

永
三
貫
三
百
六
拾
五
文　

川
原
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
栽
問
屋
廿
五
人

（
７
丁
裏
）

同寛
政
八
辰
年
よ
り
同
断

　

永
壱
貫
五
百
文　
　
　

川
原
分

屋
の
位
置
関
係
、
当
時
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

で
あ
っ
た
煉
瓦
焼
成
炉
を
持
つ
太
い
煙
突

の
風
景
か
ら
八
潮
市
大
曾
根
の
帝
国
煉
瓦

工
場
と
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
は

八
潮
市
の
関
係
者
か
ら
は
、
煙
突
の
数
が

多
す
ぎ
る
、
土
手
上
の
道
路
の
幅
が
広
す

ぎ
る
な
ど
の
異
論
が
出
さ
れ
て
、
途
方
に

暮
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
特
別
展
示
に
あ
た
り
、
再

度
、
気
を
取
り
直
し
て
、
昭
和
12

年

（
１
９
３
７
）
の
１
万
分
１
地
形
図
、
昭

和
21

年
（
１
９
４
６
）
の
米
軍
Ａ
Ｍ
Ｓ
の

地
形
図
、
昭
和
２
２
年
（
１
９
４
７
）
の

米
軍
航
空
写
真
、
昭
和
35

年
（
１
９
６
０
）

の
１
万
分
１
地
形
図
を
も
と
に
再
度
、
描

画
場
所
の
点
検
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
悌
六

氏
の
勤
務
す
る
学
校
近
く
の
花
畑
運
河

（
現
花
畑
川
）
の
雪
見
橋
南
側
に
太
い
煙

突
を
持
つ
炉
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

溶
融
炉
煙
突
と
雪
見
橋
の
位
置
関
係
は
③

図
に
示
し
て
あ
る
。

　

そ
の
工
場
の
名
称
は
、
東
洋
農
鉱
器
（
現

辰
沼
２
丁
目
18

）
と
い
い
、
農
機
具
を
作

成
す
る
会
社
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
航
空
写

真
、
地
形
図
で
は
、
場
内
に
大
き
な
溶
融

炉
建
屋
と
付
属
す
る
太
い
煙
突
が
見
え

る
。
さ
ら
に
、
②
の
絵
の
中
で
、
川
を
特

定
す
る
の
に
役
立
っ
た
の
は
、
両
岸
を
構

成
す
る
護
岸
で
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
、

ゆ
る
い
傾
斜
で
布
状
に
固
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
川
幅
と
し
て
は
、
綾
瀬
川

級
の
広
さ
を
も
ち
、
橋
と
川
面
の
高
さ
が

か
な
り
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
の
過
程
で
の
お
ま
け
は
、

同
じ
く
描
画
場
所
不
明
で
、
今
回
展
示
さ

れ
た
「
膠
工
場
の
一
隅
」
の
絵
で
、
こ
れ

が
区
立
十
三
中
学
校
近
く
の
雪
見
橋
右
岸

（
南
側
）
の
須
賀
製
膠
花
畑
工
場
で
描
か

れ
た
可
能
性
が
で
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
時
の
地
図
、

航
空
写
真
を
再
度
見
直
し
た
と
こ
ろ
、
悌

六
氏
描
画
の
「
川
沿
い
の
工
場
」
は
、
東

洋
農
鉱
器
で
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
今
回
は
当
時
の
１
万
分
の
１
の

地
形
図
、
１
万
分
の
１
航
空
写
真
等
を
も

と
に
、
描
画
場
所
を
特
定
し
た
が
、
そ
れ

を
最
終
的
に
、
金
子
寿
一
氏
撮
影
の
当
時

の
周
辺
の
地
上
写
真
に
よ
っ
て
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
た
。 

（
博
友
会
会
員
）

③ 1947/07/24（昭 22） 撮影　位置関係図
東洋農鉱器工場付近　国土変遷アーカイブより
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川
魚
問
屋
六
人

■
解
題
８　

宿
場
役
人
と
商
業

①
宿
場
役
人　

千
住
宿
は
全
体
で
八
ヶ
町

と
称
さ
れ
た
。
千
住
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

ま
で
の
五
つ
、
こ
こ
に
千
住
掃
部
宿
（
河

原
町
と
橋
戸
町
を
含
む
）、
小
塚
原
町
、

中
村
町
を
加
え
た
計
八
つ
で
あ
る
。
こ
の

八
つ
の
町
で
四
人
ず
つ
二
年
に
一
度
、
宿

場
役
人
を
勤
め
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か

し
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
に
代
官
伊

奈
半
左
衛
門
忠
宥
（
い
な
は
ん
ざ
え
も
ん

た
だ
お
き
）
が
問
屋
役
人
を
二
人
体
制
に

変
更
し
、
千
住
三
丁
目
の
庄
蔵
と
中
村
町

（
南
千
住
）
の
弥
右
衛
門
が
勤
め
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

②
役
料
と
事
件　

千
住
宿
に
は
貫
目
改
所

の
役
料
と
し
て
幕
府
（
道
中
奉
行
）
か
ら

二
十
五
両
の
金
子
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

実
際
に
改
所
の
役
人
と
し
て
出
仕
し
て
い

た
千
住
宿
の
町
役
人
（
年
寄
）
の
役
料
と

取
り
決
め
、
一
人
当
た
り
三
分
宛
が
配
布

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
寛
政
年
間
く
ら
い

の
金
三
分
と
い
う
と
大
よ
そ
今
日
の
八
～

十
二
万
円
余
く
ら
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が

役
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に

代
官
大
貫
次
右
衛
門
光
豊
（
お
お
ぬ
き
じ

え
も
ん
み
つ
と
よ
）
に
裁
定
を
仰
ぎ
、
年

寄
定
役
と
し
年
寄
全
員
が
う
け
と
っ
て
い

た
役
料
を
一
部
の
年
寄
で
あ
る
地
方
年
寄

は
受
け
取
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う

経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
千
住
宿
の
役
人
の
構
成
は
概
略
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

【
各
町
】
町
名
主
―
年
寄
（
複
数
）

　

【
宿
場
】
問
屋
―
問
屋
役
人

　
　
　
　

※
宿
場
役
人
は
各
町
の
役
人

　
　
　
　
　

か
ら
交
代
で
勤
め
る
。

　

こ
う
し
た
お
り
橋
戸
町
の
年
寄
弥
五
右

衛
門
が
荒
川
見
廻
役
を
つ
と
め
て
い
た
と

き
、
不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
代
官
大
貫
光

豊
に
よ
っ
て
入
牢
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、

釈
放
と
な
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
本
資
料

で
は
、
こ
れ
を
契
機
に
川
廻
役
は
毎
年
米

を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
記
し
て

い
る
。
こ
の
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
が
、

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
は
代
官
（
関
東

郡
代
）
伊
奈
氏
が
失
脚
し
た
年
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
伊
奈
氏
と
つ
な
が
り
が
深
か
っ

た
人
び
と
の
扱
い
が
変
化
し
た
こ
と
が
要

因
だ
ろ
う
か
。

③
冥
加
永
と
運
上　

冥
加
永
と
は
商
業
租

税
の
こ
と
で
営
業
免
許
の
代
償
と
し
て
幕

府
か
ら
賦
課
さ
れ
て
い
た
。

　

従
来
、
明
細
帳
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
時
系
列
で
把
握
で
き

る
の
が
本
資
料
の
特
徴
で
あ
る
。

　

下
の
一
覧
表
は
、
冥
加
永
か
ら
見
た
主

要
な
商
業
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
千
住

宿
の
問
屋
が
対
象
で
あ
る
。
享
保
二
十

（
一
七
三
五
）
年
に
御
用
市
場
を
請
け
て

い
る
こ
と
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
（
例
、『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
足

立
風
土
記
』
①
な
ど
）、
そ
の
後
の
商
業

の
変
遷
は
断
片
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
載

か
ら
み
る
と
安
永
年
間
に
材
木
、
舟
運
、

醤
油
、
さ
ら
に
川
魚
、
前
栽
の
各
問
屋
が

発
展
し
て
い
る
。
と
く
に
川
魚
と
前
栽
は

永
高
が
大
き
く
、
当
初
の
商
業
発
展
の
中

心
だ
っ
た
と
思
し
い
。

　

大
き
く
変
化
し
た
の
は
寛
政
八
（
一
七

九
六
）
年
で
あ
る
。
従
来
、
把
握
さ
れ
て

い
た
様
々
な
問
屋
の
う
ち
米
穀
、
前
栽
、

川
魚
の
各
問
屋
の
冥
加
永
が
賦
課
さ
れ
て

い
る
。米
穀
問
屋
に
つ
い
て
は
天
明
三（
一

七
八
三
）
年
に
冥
加
永
が
賦
課
さ
れ
た
あ

と
、
こ
の
年
に
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
前
栽

問
屋
は
計
八
十
七
軒
に
の
ぼ
り
合
計
で
六

貫
文
（
六
〇
〇
〇
文
）
を
超
え
る
冥
加
永

を
上
納
し
て
い
る
。
前
栽
問
屋
と
い
う
と

千
住
河
原
町
の
「
や
っ
ち
ゃ
場
」
を
連
想

す
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
河
原
町
は
二
十

五
、
他
の
千
住
宿
で
六
十
二
軒
と
千
住
河

原
町
以
外
に
も
多
く
の
前
栽
問
屋
が
分
布

し
て
い
た
。

　

こ
の
寛
政
八
年
の
制
度
変
更
は
代
官
大

貫
光
豊
に
よ
る
も
の
で
、
伊
奈
氏
失
脚
後

の
再
編
成
過
程
と
捉
え
る
こ
と
も
狩
野
で

あ
る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

冥加永からみた千住宿の商業

No 年代 商業 冥加永高

1 安永元（1772）年 真木（材木）、舟廻（舟運） 50.0 文

2 安永 2（1773）年 醤油絞り（醤油製造） 350.0 文

3
安永 4（1775）年

川魚（川魚） 2000.0 文

4 千住河原町分　前栽（青果問屋） 2000.0 文

5 天明 3（1783）年 米（米穀問屋） 1750.0 文

6

寛政 8（1796）年

米（米穀問屋）新規 403.8 文

7 前栽（青果問屋）　62 軒 3025.6 文

8 前栽（青果問屋）　千住河原町 25 人 3365.0 文

9 川魚問屋 6人　千住河原町分 1500.0 文

■
釈
文
２

【
③
駄
賃
銭
】

（
７
丁
裏
つ
づ
き
）

　
　

千
住
よ
り
江
戸
迄

人
足
壱
人　
　
　

賃
銭
四
拾
六
文

本
馬
壱
疋　
　
　

同　

九
拾
壱
文

軽
尻
壱
疋　
　
　

同　

六 

拾 

文

駕
籠
壱
挺　
　
　

同　

百
八
拾
八
文

　
　

草
加
宿
弐
里
八
町

人
足
壱
人　
　
　

四
拾
三
文

本
馬
壱
疋　
　
　

八
拾
四
文

（
８
丁
表
）

軽
尻
壱
疋　
　
　

五
拾
六
文
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駕
籠
壱
挺　
　
　

百
七
拾
六
文

　
　

新
宿
迄
壱
里
半

人
足
壱
人　
　
　

弐
拾
八
文

本
馬
壱
疋　
　
　

五
拾
五
文

軽
尻
壱
疋　
　
　

三
拾
六
文

駕
籠　
　
　
　
　

百
拾
六
文

　
　

舎
人
・
大
原
迄

人
足
壱
人　
　
　

（
無
記
載
）

本
馬
壱
疋　
　
　

七
拾
五
文

（
８
丁
裏
）

軽
尻
壱
挺　
　
　

五
拾
弐
文

駕
籠　
　
　
　
　

（
無
記
載
）

人
足
壱
人
持　
　

五
貫
目

本
馬
乗
下　
　
　

弐
拾
四
貫
目

軽
尻
乗
下　
　
　

五
貫
目
よ
り
八
貫
目
迄

駄
荷
物　
　
　
　

三
拾
六
貫
目
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

四
拾
貫
目
迄

長
持
壱
棹　
　
　

三
拾
六
貫
目
六
人
持

③
駄
賃
銭　

宿
場
間
の
輸
送
に
関
す
る

公
定
賃
銭
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
で

あ
る
。
末
尾
に
、
そ
の
輸
送
力
の
概
要

が
記
さ
れ
て
い
る
。
人
足
は
一
人
五
貫

目
（
一
八
・
七
五
㎏
）
ま
で
の
荷
物
を
輸

送
。
本
馬
（
ほ
ん
ま
）
は
荷
馬
の
こ
と
で

二
四
貫
目
（
九
〇
㎏
）
ま
で
の
積
載
、
軽

尻
（
か
ら
じ
り
）
も
荷
馬
で
五
～
八
貫
目

（
一
八
・
七
五
㎏
～
三
〇
㎏
）
の
積
載
が
規

定
重
量
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
駄
荷
物
輸
送

の
規
模
も
入
っ
て
い
た
り
、
長
持
で
の
輸

送
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
輸
送
の
運
賃
で
あ
る
が
、
江

戸
時
代
後
期
の
一
般
換
算
数
値
（
一
文
＝

約
二
〇
円
）
で
見
る
と
人
足
賃
は
次
の
料

金
に
な
る
。

【
人
足
の
荷
物
運
送
賃
】

江
戸
（
馬
喰
町
） 

四
六
文　

九
二
〇
円

草
加
宿 
四
三
文　

八
六
〇
円

新
宿
（
葛
飾
） 
二
八
文　

五
六
〇
円

　

江
戸
時
代
は
人
件
費
が
安
い
と
言
わ
れ

る
。
草
加
ま
で
の
賃
金
を
見
る
と
、
一
八

㎏
ほ
ど
の
荷
物
を
八
・
七
㎞
も
運
ぶ
の
に

八
六
〇
円
で
あ
る
。
現
代
の
観
点
か
ら
見

れ
ば
大
変
な
低
賃
金
と
見
え
て
し
ま
う
。

　

宿
駅
制
度
は
次
の
宿
ま
で
輸
送
し
て
い

く
駅
伝
方
式
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
粕
壁
宿

（
現
春
日
部
）
に
輸
送
し
た
い
人
は
、
千

住
宿
か
ら
草
加
宿
ま
で
運
ん
で
も
ら
い
、

さ
ら
に
草
加
宿
の
人
足
に
積
み
替
え
て
も

ら
い
、
さ
ら
に
粕
壁
宿
ま
で
運
ぶ
と
い
う

段
取
り
に
な
る
。

　

人
足
は
草
加
宿
ま
で
荷
物
を
運
び
、
帰

り
に
荷
主
が
あ
れ
ば
、
そ
の
駄
賃
銭
を
稼

い
で
戻
っ
て
き
た
。
荷
主
が
見
つ
か
ら
な

け
れ
ば
、
文
字
通
り
「
無
駄
」
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。宿
駅
制
度
に
基
づ
く
言
葉
は
、

こ
の
他
に
も
あ
り
、
宿
場
と
宿
場
の
輸
送

行
程
の
こ
と
は
「
丁
場
」
と
い
い
、
輸
送

行
程
が
長
い
こ
と
を
「
長
丁
場
」
と
い
っ

た
。
い
ま
暮
ら
し
の
中
で
「
無
駄
」
や
「
長

丁
場
」
の
語
源
に
当
た
る
こ
と
は
稀
で
あ

る
が
、
当
時
は
非
常
に
身
近
な
言
葉
で

あ
っ
た
。 
つ
づ
く

 

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

郷
土
博
物
館
で
現
在
開
催
中
の
「
千
ヶ

崎
悌
六
展
」
（
～
五
月
二
十
一
日
ま
で
）

に
あ
わ
せ
て
二
枚
の
写
真
絵
葉
書
が
区
内

個
人
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
左
に
掲
げ
た
「
東
京
市
花

畑
尋
常
高
等
小
学
校
改
築
校
舎
」
と
題
し

た
写
真
を
掲
載
す
る
葉
書
で
す
。
昭
和

十
三
（
一
九
三
八
）
年
に
現
在
の
花
畑
小

学
校
は
「
西
側
校
舎
」
の
改
築
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
、
当
時
の
改
築
し
た
よ
う
す
を

写
し
た
写
真
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
ま

す
。

　

さ
っ
そ
く
花
畑
小
学
校
の
Ｏ
Ｂ
で
郷

土
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
鈴
木
恒
雄

さ
ん
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
昭
和
十
六

（
一
九
四
一
）
年
か
ら
国
民
学
校
と
な
る

前
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
昭
和

十
三
年
の
こ
と
と
推
定
で
き
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
鈴
木
さ
ん

も
、
こ
の
校
舎
で
学
ん
だ
そ
う

で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
校
舎
の

二
階
に
は
図
書
室
が
あ
り
（
写

真
左
上
）
、
「
千
ヶ
崎
悌
六
先
生

は
、
今
回
の
こ
の
南
側
窓
か
ら

展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る

『
江
村
残
雪
』
の
絵
を
描
い
て

い
る
。
」
と
い
う
こ
と
も
判
明

し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
造
校
舎
は
終
戦
後
も

花
畑
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
昭

和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
ま

で
使
用
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
作
品
「
江
村
残
雪
」
と
あ

わ
せ
て
見
る
こ
と
で
、
豊
か
な

農
村
地
帯
に
あ
っ
た
、
す
っ
き

り
と
し
た
木
造
校
舎
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
、
往
時
の
花
畑
の
情
景

が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

 
（
郷
土
博
物
館
）

　
資
料
紹
介

戦
前
の
小
学
校
改
築
の
写
真


